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会
長
の
ご
挨
拶 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長 

青
木  

一
哉

　

日
頃
よ
り
文
京
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
、
予
定
で

は
選
挙
が
な
い
と
の
事
、
推
進
委
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
来

年
春
、
夏
の
選
挙
を
視
野
に
入
れ
、
ご
努
力
を
さ
れ
て
い
る
現

在
と
お
見
受
け
い
た
し
ま
す
。
事
務
局
の
努
力
で
若
者
を
対
象

に
多
く
の
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙
を
、
ま
た
、
文
京V

ote S
upporters

へ
の
参
加

者
も
増
え
、
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
若
者
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
、
あ
る
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
高

齢
者
は
「
お
説
教
、
自
慢
話
、
命
令
、
愚
痴
な
ど
が
多
く
な
る
事
に
注
意
し
て
接
す

れ
ば
大
丈
夫
」
。
こ
の
こ
と
を
心
に
留
め
て
実
践
し
、
若
者
の
投
票
率
向
上
に
向
け
、

頑
張
り
ま
す
。

　

本
年
も
「
一
以
貫
之
」
で
委
員
の
方
々
の
教
え
を
忠
実
に
守
り
、
そ
し
て
思
い
や

り
の
心
で
貫
く
つ
も
り
で
す
。
選
管
委
員
、
事
務
局
、
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
と
の
繋

が
り
が
、
私
の
人
間
形
成
に
果
た
し
た
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
大
切
な
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
と
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
会
の
益
々
の
発
展
と
委
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

堀
内　

喜
司
夫

　

日
頃
よ
り
文
京
区
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
に
民
法
改
正
案
が
成
立
し
、
４
年
後
に
は
、
成
人
が
満

十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
公
選
法
改
正
に
続
き
、

若
年
層
の
よ
り
一
層
の
政
治
参
画
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
か
ら
若
年
層
啓
発
グ
ル
ー
プ
『
文
京V

ote S
upporters

』
に
よ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
若
年
層
へ
の
啓
発
を
念
頭
に
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
の
皆
様
方

と
と
も
に
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
投
票
率
の
向
上
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
青
木
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
務

大
臣
表
彰
並
び
に
特
別
区
政
功
労
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
ご
功
績
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
健
勝
に
て

益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

文京区明るい選挙推進協議会

文 京 区 選 挙 管 理 委 員 会
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「
文
京V

ote S
upporters

」と

は
、
昨
年
8
月
に
発
足
し
た
若
者
の

政
治
参
画
意
識
や
投
票
率
の
向
上
を

目
指
す
若
年
層
啓
発
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

8
月
16
日（
木
）午
前
中
に
メ
ン
バ
ー

が
事
務
局
へ
集
ま
り
、
定
例
会
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
新
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
、

若
者
へ
向
け
た
啓
発
グ
ッ
ズ
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
8
月

23
日（
木
）に
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
名
は
、
ど
ち

ら
も
「@

V
oteS

upporters

」
で
す
。
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
政
治
や
選
挙
に
関
す
る
情
報
か

ら
身
近
な
も
の
ま
で
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

 

古
澤　

ユ
リ
ア

　

先
輩
か
ら
の
お
誘
い
で
Ｖ
サ
ポ
の
事
を
知
っ
た
私

は
、〝
若
者
の
選
挙
啓
発
を
若
者
自
身
の
手
で
行
う
〞、

そ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
惹
か
れ
て
メ
ン
バ
ー
入
り
を

決
め
ま
し
た
。
初
め
は
不
安
で
し
た
が
、
毎
月
の
会
議
で
、
企
画
が

目
に
見
え
て
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
に
、
今
は
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

Ｖ
サ
ポ
で
は
、『
10
〜
20
代
の
投
票
率
全
国
１
位
』
と
い
う
大
き

な
グ
ル
ー
プ
目
標
を
掲
げ
た
の
で
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
見
て
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

Ｖ
サ
ポ
活
動
報
告

Ｖ
サ
ポ
活
動
報
告

Ｖ
サ
ポ
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
学
生
が
職
場
体
験
を
し
ま
し
た

中
学
生
職
場
体
験
記

　

第
六
中
学
校
の
生
徒
２
人
は
９
月
11
日（
火
）か
ら
13
日（
木
）ま
で
、

文
林
中
学
校
の
生
徒
１
人
が
９
月

12
日（
水
）か
ら
14
日（
金
）ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
、
職
場
体
験
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
選
挙
の
機
器

材
に
触
れ
た
り
、
白
ば
ら
編
集

委
員
会
に
参
加
し
た
り
、
啓
発

グ
ッ
ズ
の
提
案
、
バ
ー
ス
デ
ー

レ
タ
ー
の
封
入
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。
生
徒
か
ら
も
今
ま
で

遠
い
存
在
だ
っ
た
選
挙
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
、
選
挙
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
学
校

と
の
協
働
に
よ
り
選
挙
出
前
授

業
・
模
擬
選
挙
を
実
施
（
昨
年

度
実
績
は
９
校
）
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
と
事

前
に
打
合
せ
を
行
い
、
意
向
に

合
わ
せ
た
構
成
と
し
て
お
り
、
小

学
校
か
ら
高
校
ま
で
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
た
提
案
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
、
大

変
好
評
で
、
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
ご
興
味
や
関
心
の
あ
る

学
校
関
係
の
方
は
、
ぜ
ひ
と
も

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
出
前
授
業
・

 

模
擬
選
挙 














佐
藤
さ
ん（
第
六
中
）：
選
挙
と
聞
き
、
投
開
票
以
外
の

仕
事
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
が
、
実
際
は
普
段
か
ら

会
議
を
し
た
り
、
啓
発
活
動
を
す
る
な
ど
様
々
な
事
を

し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。

金
島
さ
ん（
第
六
中
）：
最
初
は
選
挙
に
つ
い
て
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
か
っ
た
が
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
選
挙

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
今
回
の
経
験
を
周
り
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
。

栗
田
さ
ん（
文
林
中
）：
普
段
経
験
で
き
な
い
選
挙
器
材

を
見
た
り
触
れ
た
り
と
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。
ま

た
、
会
議
へ
の
出
席
も
運
営
が
見
れ
て
、
非
常
に
勉

強
と
な
っ
た
。



青
木
会
長
が
総
務
大
臣
表
彰
・
特
別
区
政
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
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平
成
30
年
３
月
８
日
、
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
に
て
、
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
係
る
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
文
京
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
の

青
木
一
哉
様
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
一
週
間
後
の
15
日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
て
、
長
年

に
亘
る
明
る
い
選
挙
推
進
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
29
年
度

特
別
区
政
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
会
長
は
、
昭
和
62
年
３
月
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
に
就
任
以
降
、
平
成
12

年
か
ら
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
、
平
成
20
年
か
ら
副
会
長
、
平
成
28
年
か
ら

は
会
長
と
し
て
、
明
る
い
選
挙
の
実
現
に
向
け
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

会
長
は
、
昨
年
の
衆
議
院
解
散
で

も
、
日
数
の
な
い
中
、
事
務
局
と
の
調

整
役
を
担
い
つ
つ
、
積
極
的
に
啓
発
活

動
全
般
を
統
括
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
会
長

の
30
年
以
上
の
永
年
に
わ
た
る
活
動

に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
春
に
は
、
区
議
会

議
員
・
区
長
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
改

め
て
政
治
家
に
係
る

『
寄
附
の
禁
止
』
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
！

お
金
や
物
品
な
ど
の
財
産
上
の
利
益
と
な
る

も
の
を
与
え
た
り
、
与
え
る
約
束
を
す
る
こ

と
で
す
。

寄
附
っ
て
な
ー
に
？

き
れ
い
で
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現

と
選
挙
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

＊ 

政
治
家
：
現
に
公
職
に
あ
る
者
、
及
び
公
職

の
候
補
者(

な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む)

い
い
え
。有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
で
す
。

政
治
家
は
贈
ら
な
い
！

有
権
者
は
求
め
な
い
！

　
　

 

忘
年
会
や
新
年
会
で
政
治
家
が
、
会

費
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
会
に
出
席

す
る
場
合
、
会
費
相
当
額
を
払
う
こ

と
は
で
き
ま
す
か
。

　
　

  　

 「
会
費
相
当
額
」
は
実
質
的
に
「
会

費
」
で
は
な
く
、
実
費
を
請
求
さ
れ
た

場
合
に
そ
の
金
額

を
払
う
の
は
可
能

で
す
が
、
見
込
み

額
や
相
当
額
を
払

う
の
は
禁
止
さ
れ

る
寄
附
に
あ
た
り

ま
す
。

な
ぜ
寄
附
は
禁
止
な
の
？

政
治
家
は
贈
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
？

少
し
事
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う

QA

　
　

 

会
員
は
一
人
一
万
五
千
円
の
会
費

で
会
か
ら
五
千
円
の
補
助
が
出
る

旅
行
に
、
会
員
で
な
い
政
治
家
が

二
万
円
の
会
費
を
払
っ
て
参
加

す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

Q

　
　

  　

 

旅
行
費
と
し
て
会
費（
実
費
）

を
払
っ
て
参
加
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
が
、
旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す

る
場
合
に
そ
れ
に
係
る
経
費
以
外

の
返
金
を
受
け
な
け
れ
ば
、
禁
止

さ
れ
る
寄
附
に
あ
た
り
ま
す
。

政
治
家
の
寄
附
は
、
選
挙
区
内
の
人
や
団
体

に
対
し
、
時
期
や
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

寄
附
禁
止
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今
年
の
夏
の
暑
さ
は
大

変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
白
ば
ら
66
号
発
行
の

頃
は
、秋
風
が
吹
き
、芸
術
・

食
欲
と
皆
さ
ん
活
発
に
動
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
今
年
度

初
め
て
の
「
白
ば
ら
」。
目
を
引
く
紙
面
、

手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
紙
面
に
と
い
う
こ

と
で
、
１
面
に
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
作
品
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
反
応
が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
文
京V

ote S
upporters

の
活

動
と
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
の
中
学

生
の
職
場
体
験
、
二
つ
の
若
い
世
代
の
記
事

も
注
目
で
す
。
文
京V

ote S
upporters

の
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
活
動
を
展
開
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
中
学
生
は
選
挙
管
理
委
員

会
の
仕
事
に
何
を
感
じ
た
の
か
。
ぜ
ひ
お
読

み
く
だ
さ
い
。

　

若
い
世
代
か
ら
の
発
信
が
、
同
世
代
に

刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。
今
号
は
、
中
学
・
高
校
へ
も
配
付
さ

れ
ま
す
。
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
一
助

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

（
小
野
朋
子　

記
）

《
編
集
委
員
》

下
田　

洋
征
・
綱
島　

悦
子
・
小
守　

正
平

細
井　

克
哉
・
鎌
倉　

精
一
・
柴
崎　

里
子

武
田　

文
夫
・
富
所
由
紀
子
・
小
野　

朋
子

 

（
地
区
順
）
再生紙を使用しています。　印刷物番号　K0118002

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数（
9
月
３
日
現
在
）

男
性　
　

８
４
、
２
９
０
人

女
性　
　

９
５
、
２
４
１
人

合
計　

１
７
９
、
５
３
１
人

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
の
異
動
（
敬
称
略
）

　

退
任
（
３
月
31
日
付
）

　
　
　

礫
川
地
区　
　

内
田
小
夜
子

　
　
　

礫
川
地
区　
　

佐
藤
よ
し
子

　
　
　

礫
川
地
区　
　

諏
訪　

あ
さ

　
　
　

礫
川
地
区　
　

野
田
志
ず
子

　
　
　

大
塚
地
区　
　

藤
井　
　

寔

　
　
　

湯
島
地
区　
　

石
山　

知
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

上
本　

暉
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

山
内　

忠
彦

　
　
　

根
津
地
区　
　

小
林　
　

尚

　
　
　

根
津
地
区　
　

中
山　

治
子

　

就
任
（
４
月
1
日
付
）

　
　
　

礫
川
地
区　
　

内
田　

尊
子

　
　
　

礫
川
地
区　
　

奥
山
ま
ゆ
み

　
　
　

礫
川
地
区　
　

窪
寺　

杏
子

　
　
　

礫
川
地
区　
　

末
重
眞
知
子

　
　
　

大
塚
地
区　
　

藤
井　

一
郎

　
　
　

湯
島
地
区　
　

山
口　

芳
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

椎
名　

和
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

山
内
美
智
子

　
　
　

根
津
地
区　
　

上
原　

征
一

　
　
　
（
４
月
20
日
付
）

　
　
　

根
津
地
区　
　

金
児
三
沙
子

　
　
　
（
６
月
29
日
付
）

　
　
　

湯
島
地
区　
　

吉
田　

洋
子

10
月
か
ら
の
主
な
啓
発
活
動
予
定

選
挙
管
理
委
員
（
５
月
１
日
付
）

　
　
　

 

委　

員　

長　

堀
内 

喜
司
夫

　
　
　

 

職
務
代
理
者　

南
部 　

恵
一

　
　
　

 

委　
　
　

員　

田
口 　

孝
一

　
　
　

 

委　
　
　

員　

柳
内 　

克
夫

●
話
し
あ
い
強
調
月
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
10
月
31
日（
水
）

●「
文
京
白
ば
ら
」第
66
号
発
行

　

10
月
10
日（
水
）

●
地
区
別
座
談
会

　

10
月
18
日（
木
）

　

ス
カ
イ
ホ
ー
ル（
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
26
階
）

　

10
月
23
日（
火
）

　
汐
見
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
会
議
室（
汐
見
地
域
セ
ン
タ
ー
2
階
）

●
東
京
都
明
る
い
選
挙
推
進
大
会

　

11
月
１
日（
木
）

　

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

●
東
洋
大
学
学
園
祭
に
お
け
る
啓
発

　

11
月
3
日（
土
）

　

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

●
文
京
区
立
音
羽
中
学
校
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

　

11
月
５
日（
月
）

●
文
京
区
立
第
六
中
学
校
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

　

11
月
6
日（
火
）

●
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
管
外
視
察

　

11
月
8
日（
木
）

　

つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
、筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

●
都
立
竹
早
高
校
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

　

11
月
12
日（
月
）

●
町
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会

　

11
月
22
日（
木
）

●
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
講
習
会

　

11
月
29
日（
木
）

　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー　

3
―
A
会
議
室

●
白
ば
ら
セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
15
日（
土
）

　

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

　

2
月
25
日（
月
）〜
2
月
28
日（
木
）

　

ア
ー
ト
サ
ロ
ン（
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
1
階
）

●「
文
京
白
ば
ら
」第
67
号
発
行

　

３
月
10
日（
水
）

●
話
し
あ
い
強
調
月
間

　

３
月
１
日（
金
）〜
３
月
31
日（
日
）

ろ
び
ー

ろ
び
ー 

根
津
地
区

　

武
田 

文
夫

　

温
暖
化
の
影
響
か
は
不
明
だ

が
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

増
大
し
て
い
る
折
、
国
際
情
勢

も
混
沌
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
来
年
は
元
号

が
変
わ
る
節
目
の
年
と
な
り
、
４

月
に
区
議
会
議
員
選
挙
と
区
長

選
挙
、
７
月
に
は
参
議
院
議
員
選

挙
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

活
動
の
始
ま
っ
た
若
年
層
啓

発
グ
ル
ー
プ
「
文
京V

ote 
S
upporters

」
に
よ
る
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
視
点
か
ら

の
啓
発
活
動
や
委
員
会
と
の
学

校
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
、

特
に
若
年
層
の
皆
さ
ん
が
大
切

な
一
票
を
、
棄
権
す
る
こ
と
な

く
、
投
票
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

明
る
い
選
挙
推
進
の
啓
発
機

関
紙
で
あ
る
「
文
京
白
ば
ら
」

の
一
層
の
区
民
周
知
に
努
め
、

投
票
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、

地
道
な
啓
発
活
動
を
継
続
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。


